
2. 事業内容

3. 事業スキーム

1. 事業目的

「補助対象」、「委託内
容」、「活用事例」、
「事業イメージ」の中か
らタイトルを選択。
［ﾒｲﾘｵ、太字、14pt］

事業の目的を箇条書きで記載
［ﾒｲﾘｵ、標準、12pt］

事業名を記載
［ﾒｲﾘｵ、太字、18pt］

事業のポイントを簡潔に記載
［です･ます調、ﾒｲﾘｵ、太字、14pt］

予算額を記載
【令和６年度第１次補正予算要
求額 0,000百万円】
［ﾒｲﾘｵ、標準、13pt、数字は半
角］

事業内容を説明。冒頭で手短に、事業の背
景について触れること。
［ﾒｲﾘｵ、標準、11 or 12pt］

■実施期間

■事業形態

図・写真等を交えつつ、
このスペースに納まる
よう記述

小見出し［ﾒｲﾘｵ、濃青
緑、太字、12pt］

本文［ﾒｲﾘｵ、標準、
12pt］

問い合わせ先を記載
環境省○○局○○課
○○室 電話：03-
5521-xxxx
［ﾒｲﾘｵ、太字、12pt、電
話番号は半角］

以下から選択：
請負事業／委託事業／直接補助事業／直接
補助事業（基金）／間接補助事業／交付金
／交付金（基金）

※補助事業の場合は補助率も記載
※複数の事業種別がある場合や特殊なス
キームの場合は、適宜記載
［ﾒｲﾘｵ、標準、12pt］

「■選択」の欄は、事業形態に合わ
せ、以下の様に記載
①請負事業：■請負先
②委託事業：■委託先
③補助事業：■補助対象
④交付金： ■交付対象
［ﾒｲﾘｵ、標準、12pt］

以下から選択：
民間事業者・団体／非営利団体／大学
／研究機関／地方公共団体一般／都道
府県／市区町村
［ﾒｲﾘｵ、標準、12pt］

4. 

関連するSDGsのアイコン
を１つ以上記載

お問合せ先：

海洋プラなどの環境汚染の把握・解決のための研究等体制整備事業（国立環境研究所運営費交付金）

事業イメージ

交付金

本事業では、廃棄物や下水、病院や農畜産を含む事業所排水などの発生源、ナノ

プラ等の標準品作成と国際標準化、大気・水・土壌における環境動態や食品や飲料

水などを通じた人への曝露、人健康と環境生物の両方への影響評価、適切な廃棄物

処理・処分や廃水処理といった技術的解決法とレギュラトリサイエンスに基づく各

種規制・管理という各製品・物質・遺伝子等のライフサイクル全体を把握し、問題

解決することができる国内外をリードする研究者が集結し、加速的に事業を実施す

るための機器を増強することで、早期の全容把握・解決を目指す。

また、良好な水環境の保全や自然資本評価のための基盤情報の提供と総合的解析

を早期に促進し関連施策への貢献を図るため、公共用水、ため池などの淡水域にお

いて、環境DNA解析を用いた全国統一的な手法による生物多様性の観測手法を確立

するとともに、全国観測ネットワークを構築し、生物多様性・自然資本評価のため

の基盤情報を提供するなどの取組を実施する。

2030年までに把握・解決すべき３つの環境汚染問題（海洋プラスチック、PFASなどの移動性・残留性物質、AMR・抗生物質）における課題の把握及
び早期解決に向けた策を提示します。また、良好な水環境を創出・持続的に利用するため、環境DNAによる統一的な手法による生物多様性モニタリング
体制を構築し、水環境保全に向けた総合的な解析の促進と関連施策に貢献します。

【令和7年度補正予算（案） 191百万円】

研究機関（国立環境研究所）

令和７年度

■交付対象

環境省大臣官房総合政策課環境研究技術室 電話：03-5521-8238

① 人と生態系の脅威である3つの環境汚染問題（海洋プラ、移動性・残留性物質、AMR等）を加速的に把握・解決する。

② 新しい良好な水環境の創出のため、人の暮らしに密接な水域の生物多様性を地方と協働で観測する体制を早期に構築する。
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